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令和８年（2026 年）3 月 20 日より 5 月 24 日まで国立公文書館で開催された、昭和 100 年記念特別展「昭和の

日本人とフロンティア」。その期間中に実施した２回のスペシャルトークセッションの模様を一部編集してお届

けします。 

 

第二回目は「南極と深海“フロンティア”の継承者たち」というテーマで、東京大学大気海洋研究所教授で、第６

６次南極地域観測隊長を務めた原田 尚美（はらだ・なおみ）さんと、JAMSTEC 元「しんかい 6500」潜航長で、

SIP 海洋統括プロジェクトチーム 海洋ロボティクス調査技術開発プロジェクトチームプロジェクト長 

を務める吉梅 剛（よしうめ・つよし）さんが登壇。司会は第一回に引き続き、映画業界を経てフリーランスの

テレビディレクターとして多数の NHK 番組の演出を手がける安本浩二（やすもと・こうじ）さんです。 
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安本・原田さんは日本では女性として初めて南極観測隊の隊長を務められていますが、原田さんにとって南極と

はどんな場所でしょうか？ 

 

原田・私にとっては、簡単に振り向いてくれない恋人みたいな存在です。なので、また行きたくなるし、やらな

くちゃって思わされる。それだけ観測するには非常に難易度の高い場所です。 

 

安本・南極を目指したきっかけは？ 

 

原田・大学の 4 年生の時に指導教官に南極観測の経験があり、教授のお話を通じて、

そこで初めて私は南極という言葉と、自然の美しさや、フィールドワークの楽しさ

を聞き、そこから私の南極への憧れが始まります。 

チャンスは突然やってきました。極地研究所から私の指導教官に電話がありまし

て、「南極で仕事を手伝ってくれる学生を一人、出してほしい。」それを聞きつけた

私は先生に直談判して、「ぜひとも行かせてほしい」と。  

私が担当した仕事は「セジメントトラップ係留系」ですが、皆さんはあまり聞い

たことがないと思います。海にも季節変化があって、春が来ると植物プランクトン

海洋表層で増えて、光合成をし、多くの有機物を作り出します。それを食べに動物

プランクトンがやってきて、さらに小魚がそれを食べてという食物連鎖が回ってい

ます。そんな中で、生物が合成した有機物粒子や死骸や糞など、色々な炭素粒子が深海に降り注いでいきます。

こういう形で海は実は CO２をしっかり吸収するんですね。それがどれぐらいの吸収量であるかということを測

るのがセジメントトラップ係留系による観測です。行きの「（南極観測船）しらせ」で設置して、帰りの「しらせ」

で回収することになっていました。ところが、帰りに現場に行ったら無くなっていたんです。私は最前線の担当

者だったので、失敗の責任を痛烈に感じました。「こんなことをしでかしちゃって、二度と南極に来ることはな

い」と、強く思った記憶があります。 

 

 

 

 

安本・深海探査船のパイロットというのは、ある意味宇宙飛行士以上にレアな職業なのかなとも思うんですが、

実際どのようにしてこの仕事に就くのでしょうか？ 

 

吉梅・私も乗りたくて乗ったわけじゃないんですけど（笑）、なかなか難しくて。

もともと私、生まれが広島県の因島の出身です。因島自体は造船と除虫菊が有名

なところとなんですけど、近くに造船所があって、私の父親も父親の兄弟もみん

な船乗りで、環境が海に近かったと。私も中学を卒業して、そのまま商船高等専門

学校。そこを卒業したら、外国船に乗っていろんな国に行きたいななんて思いな

がら、ちょっと JAMSTEC 覗いたらこんな風になるという（笑）。そういう経緯な

ので、どうやったらと言われてもちょっと難しいところがあると思うんですが。 

南極との出会い 

「しんかい 6500」のパイロットになったきっかけ 
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安本・「しんかい 6500」とはどんな船なのでしょう？ 

 

吉梅・「しんかい 6500」は、だいたい長さ 10 メートルぐらいで、高さは 4.5 メートルぐらい。身近なものですと

路線バスが同じぐらいの大きさですね。バスだとたくさん人乗れるんですけど、しんかい 6500 に乗れる人数は

3 人です。研究者が一人でパイロットが二人、実際ぎゅうぎゅうです。乗る場所というのは、耐圧殻と呼ばれる

水圧に耐える厚さが 7 センチぐらいあるチタンの玉です。内径が 2 メートル、端から端まで 2m なんですけど、

いろんな機械がぶら下がっているので、実際はもっと狭いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：海洋研究開発機構 

 

潜航を始めると、6500m まで潜るのに 2 時間半かかるんです。ずっと延々2 時間半下りて、海底で調査して、

帰ってくる時も 2 時間半かかる。ですから、往復 5 時間かかります。JAMSTEC には、日が出ている時に日出か

ら日没までの間にオペレーションを終わらせなさい、というルールがあり、だから、だいたい 9 時間ぐらいしか

活動できないとなると、実際に調査できる時間は 4 時間ぐらい、ということになります。全速で走ると 3 ノット

出ます。３ノットというのは時速に直すと時速 6km ぐらいですね。あまり速いと海底を観察できないので、ゆ

っくり散歩しているような感じで走っています。ですから、1 日中走り、海山とか上り下りしたり、その合間に

サンプルを採取するなどの作業があるので、6km ぐらい走れるぐらいしか時間がない。もちろん浅いところに行

けばすぐに海底につくので、海底を走る時間は長くなります。 

 

安本・深海の 9 割が未知の世界だとよく言われてますが、そこはやっぱり実際に潜って実感されますか？ 

 

吉梅・そうですね。私が潜水船のパイロットから離れた現在でも、「しんかい 6500」はずっと潜航続けています

が、地球の座標から言えば、本当に針で突っついたような点でしかない。やっぱり面では調べられてないという

実感はあります。 

 

 

 

 

安本・次は原田先生に、昭和基地がいったいどんな場所で、そこでどんな活動をしているのか教えていただきた

いと思います。 

 

原田・隊員として南極観測船「しらせ」に乗っていくのは、聞いたことがあると思いますが、最近はいろんな方

法で南極に入ります。私が行った 66 次の時には、いくつかのチームに分かれて行動しました。まず本隊と呼ば

南極にはどうやって行く？  

「しんかい 6500」のパイロットになったきっかけ 
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れる、「しらせ」で移動するチームは、期間を 2 つに分けて活動をしていました。最初の期間（レグ１）に南極に

入る 65 名のチームは主に物資の輸送や設営、昭和基地の運営、昭和基地や南極大陸周辺での観測に関わる隊員

という構成になっています。後半の期間（レグ２）に交代して入る 38 名は、南極のトッテン氷河沖周辺の海洋

観測を集中的に行いました。 

もう一つ、南アフリカ経由で飛行機で南極に入るチームがあります。本隊よりも一足先、10 月末に南極に入っ

て、内陸のドームふじ観測拠点 II というところで活動します。アイスコアという、氷の柱状のサンプルの採取な

どを行います。 

レグ１の 65 名は、成田から飛行機で西オーストラリアのパース空港に着きます。近くのフリーマントル港で

「しらせ」が待ってくれています。翌日、出港し、途中海洋観測を行いながら昭和基地に向かいます。南極に近

づいてくると氷山が見えたり、氷海に入っていくと、アザラシやペンギンなど極地特有の生き物が出てきます。

「しらせ」は、連続的に航行できなくなると、バックしては氷に乗り上げて自重で氷を割って進み、南極大陸を

目指します。ちなみに昭和基地は、南極大陸から 4 キロぐらい離れたオングル島という島にあります。「しらせ」

が昭和基地近辺の海氷に接岸すると、隊員たちはヘリコプターで昭和基地に入ります。基地で越冬活動をしてい

る先輩隊が出迎えてくれます。 

気象観測は 24 時間 365 日、気象庁から派遣されている 5 名の越冬隊員が行います。先輩隊員との仕事の引き

継ぎ、環境保全、特にごみの処理、建物の建築・修理も重要な仕事です。大陸沿岸では、地図を作るために国土

地理院から毎年 1 名派遣されますし、南極の大型動物の行動生態を調査をする研究者たちもいます。このように

夏の活動が行われていきます。ちなみにこの中で（トークセッション参加者の中で）昭和基地に行ったことがあ

る方いらっしゃいます？ （一名手を上げる）いらっしゃった！ 南極観測は 70 年もやっていますので、こう

いう会にお一方ぐらいいらっしゃる時があって（笑）。 

 

安本・ちょっと変な話なんですけど、子供の頃読んでいた本に、宗谷の船長さんが南極で“怪獣”を見たって書い

てあったんですが、そういうお話とかありませんか（笑）。 

 

原田・そうですね。カイジュウの「カイ」は「海」ですか？ （安本・違います） なんかネッシーみたいな？  

そういうものは多分いないと思うんです（笑）。ただですね。観測隊には釣りの部活動があるんですけど、その隊

員たちが毎年釣り上げるのを楽しみにしている幻の魚、大きくなると大体 1.5 メートル以上になる「ライギョダ

マシ」がいます。越冬中に一生懸命釣ろうと虎視眈々と狙っている幻の生き物です。なかなか釣れないんですが 

（笑）。 

 

 

 

 

安本・よく出る話かと思うんですけど、トイレ問題についてお伺いします。「しんかい 6500」にはトイレはなさ

そうですが… 

 

吉梅・そうですね。トイレはなくて、ひたすら我慢するか、調子が悪ければ乗らないか。乗って催したら、もう

そこでやるしかないんでね。一応小さい方も大きい方もできるように用意してあり、あとはやる人の勇気だけで

す（笑）。非常用の設備もありまして、閉じ込められても 5 日間は中で過ごせるようになります。何で 5 日かと

いうと、インド洋とか一番離れた辺まで行ってても、近くの船がそのぐらいがあれば助けに行けるだろうという

計算のもとで。 

トイレ・バス問題 

 



 5 

安本・スパンが長いので、お風呂とかバストイレとか、その辺はいい設備があるのですか？ 

 

原田・そうですね、お風呂は毎日入ります。お湯は 24 時間循環させて水をきれいにしながら使ってます。 

 

 

 

 

 

安本・「しんかい 6500」は世界的にも数少ない有人探査船で、まだ現役で活躍されていますけど、これは実際い

つまで使い続けられる予定なのでしょうか。 

 

吉梅・私の口からはいつまでということはちょっと言いづらいんですけれども、つい先日、通算 1900 回の潜航

を終えました。この先どうなのよ、というのはもちろんあるんですけども、例えば前の世代の「しんかい 2000」

に私も乗ってたんですけど、そちらの方は人命に関わる一番重要な耐圧殻が鉄でできていたんですね。だんだん

腐食してくる。「しんかい 2000」チームのみんなで、毎日手入れするんですけど、磨けば磨くほど減っていくわ

けですよ、鉄ですから（笑）。そうするとハッチとか、だんだんスカスカになってくる。そうすると寿命というこ

とで、運航停止。今は江ノ島水族館にあります。 

「しんかい 6500」は耐圧殻がチタンでできていますので、錆びることはないんです。5 年に一回は総点検もや

るし、壊れていくけど直しては使えているということで、寿命というところではまだ全然ないです。 

 

安本・これもちょっと何かの記事で読んだ話なんですけど、「しんかい 6500」を新しく建造する技術は失われ、

いわゆるロストテクノロジーになってしまったと目にしたんですが、それは本当でしょうか？ 

 

吉梅・確かにそう言う部分もあります。「しんかい 6500」の運航が始まった当時に作っていたものはもう作れな

いものが出てきています。ただ、技術が進歩して、それに代わるものはもちろん当然あるわけで、ただそれと入

れ替えるのにすごいお金がかかっちゃうんですよ。「しんかい 6500」が建造された当時、三菱重工傘下のいろん

な中小企業が精密部品とか制御装置とかセンサーなんかを作って、そういったものを集結して、潜水船というも

のは成り立っている。それらは多くが「しんかい 6500」のために特化した装置ですので、他に売れる道筋がな

い。ただ、「しんかい」が動いている以上は必要なので…それでも 5 年に一回しか注文が来ないとか、年に一回

くらい来るか来ないかとか、そういう状況で。そうすると採算が合わないと作らなくなってきます。そういう意

味で作れなくなったものというのがたくさんあると。 

 

安本・簡単に言って、予算の問題なんですね…。 

しんかい 6500 は、今後も調査、開発にとって絶対必要なものだと思われますでしょうか。 

 

吉梅・必要か必要でないかというのは、ちょっと私の立場から強くは言えないんですけど、研究される方の目線

だと多分必要なんだろうと思いますし、人が行かなくても無人機があるじゃないかという話ももちろんあります

ね。ただ、「ピラミッドに連れて行ってあげる、どう？行く？」って言われたら、「いやいや、DVD 見てるからい

いよ」っていう人はあまりいないと思うんですよ。やっぱり「見てみたい」という好奇心とか、「自分で行ってみ

たい」とか、そういうマインドがある限りは残っていくんじゃないかなというふうに思いますし、残していって

ほしいな、とは思います。 

しんかい 6500 の寿命 

今南極で起きていること 

トイレ・バス問題 
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安本・原田先生に南極の最新状況、今南極で起きていることを伺いたいと思います。 

 

原田・南極が温暖化していくと、全球に影響があるのが海面水位の上昇です。今現在も、日本周辺では年間 3 ミ

リぐらいずつ海面水位が上がっていまが、これは温暖化による海の熱膨張で、まだ極域の氷の融解の影響はあり

ません。ところが、極域の氷が溶け始めるとメートル単位で海面水位が上がっていくと推測されます。全球の氷

の 9 割が南極大陸上にあるので、南極の氷床が世界の海の海面水位をコントロールしているといっても過言では

ないです。最近、海の熱が氷床末端部の融解に関与することがわかってきていて、大陸周辺の氷河の末端部を観

測しようというのが今回（第 66 次）の観測の重点課題でした。 

では海面水位はどれぐらい上がるのか。実は南極大陸の氷が全部溶けると全球で約 60 メートルぐらい上がる。

60 メートル上がるとですね、国立公文書館、今日皆さんが来てくださっているところを含めてですね、東京都、

埼玉県、栃木県、全部水没します。南極って日本から 1 万 4000 キロも離れていますが、南極の温暖化は日本に

住んでいる我々の問題でもあるということになります。今日、明日のことではなく、私たちの子供や孫の世代に

影響が及ぶ長いスパンの事象です。、次の世代にも地球環境を残したいですよね。南極はこれからますます重要

になってくる観測の現場です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南極大陸の氷が全て溶け、水位が 60m 上昇すると… 

 

今注目しているのは、「トッテン氷河」という場所ですが、東南極のちょっと下の部分ですね。大陸のサイズか

ら比較すると小さいエリアですけれども、トッテン氷河だけでも全部溶けると、全球で海面水位が 4 メートル上

昇すると見積もられています。氷河の底面を沖合の温かい海水が溶かし、溶かす速度が増しているのではないか

ということで、６６次、６７次の集中観測エリアでした。もちろん衛星からも大陸の氷の面積、あるいは体積の

観測をしているので、どれぐらい減っているかというのはおおよそわかるんですけれども、溶けた氷がどのくら

い栄養分を薄めているか？生物への影響は？など、現場に行って実際に観測しないわからないことばかりです。

新しい発見や深刻な状況を知ることにもなり、危機感を感じながら研究を続けています。 

 

 

今南極で起きていること 

トイレ・バス問題 
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安本・その危機感というのはどの程度のものなんでしょう？ 

 

原田・実際に暖かい海水の通り道と想定したところにそういう水塊が見つかったりすると、現実に海が溶かして

いるのかと実感します。現場の観測から感じるデータとして取ると、すごく意識しますね。10 年後、20 年後は

どうなるか長いスパンで見なければいけない事象です。 

実は昭和基地周辺はまだ統計的に見ても有意に温暖化の影響が出ていないんです。地球上ではまれなエリアだ

と思います。そういう昭和基地でも６６次の夏は１０度に迫る高い気温が観測されましたし、観測し続けている

と、いずれ兆候を捉えることになるのではと思います。 

現実問題として温暖化がいよいよ南極まで迫ってきているなと。どんどんこれから悪い方向に行くのではない

かと思わされるっていうんですかね。 

 

安本・南極に行きたいという人にはどのようにアドバイスを？ 

 

原田・研究者はもちろんですけれども、様々な仕事の中でも医療や調理など、極地研究所が毎年公募を出すポジ

ションがあります。ですので、興味がある方には極地研のホームページをウォッチして、どういう仕事があるか

調べていただければと思います。６６次隊の若手には、この企業は南極観測隊を派遣しているということを調べ

て、就職先をそこに決めて南極にきたという人もいます。南極観測隊は、筋金入りの南極へ行きたい人たちの集

団です。応募される皆さんいろんな情報を調べ上げて、それこそ人生をかけてチャレンジしている方が多いです

ね。いろんな職種の方々がいて間口は広いです。、年齢も現地で 65 歳を迎える方もいらして、健康年齢が若けれ

ば行けます。大丈夫、チャレンジしてください。 
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原田・南極の観測ってすごく多岐にわたっているのですが、実は今まで海は特に注目されて来なかったんですよ

ね。隕石ですとか、オゾンホールなどの宇宙や大気科学、地質学や生物学、アイスコアなど大陸上の研究分野が

中心でした。、次は「海」がフロンティアだと思っています。極域に限らず、海の生き物の 9 割は未発見と言わ

れています。本当に調べるのがすごく過酷で大変で、技術の粋を集めた潜水艇でようやく人を送り込むことがで

きるという、それでも点の観測だとおっしゃっていたように、やはり大変な現場なんですよね。ですので、極域

では海がこれからもフロンティアであり続けると思っています。 

 

吉梅・なかなか見ることができないんです、深海って。 

宇宙とよく比較されるんですけど、星って何万光年とか離れているものを、ちょっと夜、首を上げれば見えるじ

ゃないですか。深海ってどんだけ覗いても見えないんですよ。星だと全くのアマチュアの天体観測マニアが未知

の星を見つけたりというようなことはありますけど、素人の人が漁船からすごい熱水鉱床（※１）を見つけたと

いう話は絶対ないですから。必ず現地に何かを送り込まないと観測することはできないんです。そういう意味で

は、深海の方がまだまだ調べられてない場所がたくさんあります。私がよく読んでた昔の雑誌は、科学雑誌と言

いつつお化けとか UMA（※２）とかそういうものばかり出てくるような本でしたけど、その中にダイオウイカ

とかクラーケンとか出てきて、ダイオウイカなんて大興奮でしたけど、それがつい最近科博の方で展示されまし

た。本当にいるんだって思ったのと同時に、あんまりデカくねえな、なんて思いましたが（笑）。絵に書いてある

のは船を襲ってましたから。でも見つかってないだけでいないとは限らないわけですね。 

宇宙に行くのもいいけど、足元ももうちょっと調べたほうがいいんじゃないかなというふうに私は思います。 

 

安本・今日は本当にリアルな面白いお話をお伺いできました。お二人にもう一度拍手を！ 

 

吉梅 剛さん（左）、安本 浩二さん（中）、原田 尚美さん（右） 

 

※１ 海底熱水鉱床…海底で発見されるマグマの熱により発生した様々な金属を含む鉱脈 

※２ UMA…未確認動物（Unidentified Mysterious Animal）の略称 

次のフロンティアはどこに？ 

質疑応答のコーナーで、小学生の質問者からこのような鋭い質問が。原田さん、吉梅さんとも、答えは同じ「海」

だった。 

 


